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各英

才竪

ラ茨
卜発

が地
予市
定庭
さが
れプ
二レ

オ般．
盟 7
信ヤ11
時

南
軽
井
沢
地
区
に
強
力
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
「
軽
井
沢
発
地
市
庭」
が
ま
も
な
く
誕

生
す
る 。

昨
年
の
本
紙
6
月
号
1
面
で
は

「
事
業
目
的
は
地
元
農
業
の
振
興
や
地
産

地
消
の
推
進
だ
が 、

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は

。
6
次
産
業
化ψ

。

農
産
物
の
生
産
に
止

ま
ら
ず 、

原
材
料
の
加
工
・

販
売
ま
で一

貫
し
て
手
掛
け
る
農
業
活
性
化
へ
の
挑
戦

だ。
」
と
リ
ポ
ー
ト
し
た。

ま
た
「
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー

ス
や
多
目
的

広
場 、

そ
ば
打
ち
体
験
が
で
き
る
加
工
室 、

家
族
連
れ
で
楽
し
む
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー

広
場

な
ど 、

消
費
者
に
と
っ
て
滞
在
型 、

回
遊

式
の
仕
掛
け
も
実
現
す
る。

農
業
者
の
生

産
意
欲
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん 、

町
民
・

別

荘
民
・

観
光
客
の
食
の
ニ
ー

ズ
に
も
か
な

守』ν ・《らし
参.-I;

・ V 』
4日

う
ス
ポ
ッ
ト

の
φ

新
名
所
ψ

が
誕
生
す
る」

の
で
は
：・
と
紹
介
し
た
が
ソ
フ
ト 、

ハ
ー

ド
と
も
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
る 。

4
月
1
日
か
ら
町
観
光
経
済
課
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と 、

指
定
管
理
者
に
決

ま
っ
た
（
株）

フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
シ
ン
ワ

（
南
佐
久
郡
小
海
町
／
有
坂
康
朗
社
長・

池
田
秀
也
施
設
長）

と
の
共
同
作
業
で
4

月
羽
田
の
プ
レ
オ
ー

プ
ン
の
準
備
が
進
ん

で
い
て 、
4
月
刊
日
（
月）

叩
時
j

職
員

研
修
の
座
学
編
が 、

翌
旭
日
に
は
実
践
編

が
約
初
名
の
関
係
者
を
集
め
て
行
わ
れ
た。

そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は 、

①
店
舗
運
営

に
必
要
な
意
識
と
は
②
挨
拶
5
カ
条
③
敬

語
の
使
い
方
（
尊
敬
語
・

丁
寧
語
・

謙
譲

語）

④
ビ
ジ
ネ
ス
用
語
チ
工
ツ
ク
⑤
報
連

相
・
5
W
3
H
・
P
D
C
A
と
は
⑥
ク
レ

ー
ム
を
受
け
た
時
の
対
応
な
ど・・・
か
な
り

基
礎
的
・

基
本
的
な
こ
と
を 、

し
っ
か
り

と 、

職
員
に
勉
強
し
て
も
ら
っ
て
い
た 。

夏咲きの花木・山野草
三千坪の植木
展示畑
4月29日（金祝）～
大売り出し

��；主筆者三里晶�慨
'EH量到

い

く
元
は
い
る
的
る
齢

に
）
い
い
合
掛
菜
あ
り

ピ
ベ
カ
検
い
援

化

ら

動
く
ん
た
語
極
す
高
。
本
い
合
て
を
を
野
野
が

リ
イ
ジ
も
無
応

齢

隊

も

で
し
さ
し
と
積
と
る
い
日
ゆ
け
き
顔
戸
、
。
な

る
の
ン
置
が
の

高
。
し

て

身
楽
子
ぅ
J
、
う
あ
な
の

（
助
生
で
ば
し
た
っ

す
種
レ
設
”

ア

、
る
く

い

自
「

清
ど
い
し
ょ
の
少
日
結
う
が
道
れ
貸
つ
の

用
各
オ
の
足
イ

は
い
し

。
ご
ば
。
来
た
か
来
欲
は
昔
、
い
心
。
せ
を
合
結
。
利
、
策
） “

テ

輪
て
美

に
卜
「

せ
く
将
し
し
に
意
者

は
と
の
た
わ
力
ち
、
る
し
し
施
工
る
ン

の
つ
を

的
プ
が
か
導
）
も

3
1

j
国
国－
E
司
副
司
』
J
は
か
は
あ
返
や
の
フ
す
ラ
o

峨
な
池

発
セ
つ
動

が
に
三

E
面
目一
－
E
邑
E
w
－
－

に
分
み
が
り
増
国
カ
復
ボ
た
地
に
場

自
ン
一

を
と
り
場
二

〓
冒
輔
柏
田
冨
圃
禁
固

業
は
組
の
繰
も
o

症
往
迎
つ
の
橋
雲

ら
コ
の
体
j
寄
ぷ
一
唱
曜－
圏一

司？
画
面
副一圃J2
作
物
り
も
、
数
く

知
o
送
立
み
け
「

、

が
事
。
る
年
学
R
h圃
薗E
E

E
置
冒
之
晶

、
べ
取
る
は
の
聞
認
か
、
が
ざ
懸
回

分
」
束
」
な
お
、
c
・
’
圃
曙副

？
掴
岨
軍
一
〉
二一一
川
い
食
の
じ
後
一

も
（

と
も
処
あ
の
次

自
い
約
と
に

（
か

司
E
E
円
ι
砿
曲

二
’
寸－
d
合
ど
み
通
今
夕
卜
工
中
み
目
野
会

は
た

こ
気

「
の

司
、
・
・
w
晶
一
寸
咽
説
油
引

け
な
ざ
に

一

ン
フ
討
悩
で

社
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、
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2

0

言
野
設
場
で
た

っ／
・
・
・
E
掴
河
F
開
抗一
ム
α

と
。
は
時
O
で
み
O

傾
社
る
提
と

合
斬
開
居
誰
え

R
J

・
・
・
・
E

i
J
F

A
先
人
ん
日
0
1
も
は
6

、
町
す
を
こ

を
射
の

“

。
越

，
．
．
．

 

開’

』h

リ
醐
閉
さ
設
1
人
り
後
2

他
、
力
ス
る

一
一
鴻
月
う
る
を

d
’
間
割
引U
M
E
Fj
’

同

域
子
聞
前
一

作
た
べ

の
員
協
ビ
来

う
如
3
集
ま
代
。
開
a
明
園
圃
・
岡
幽
固
匝
FV
｝

地
清
o

午
は
事
つ
延
。
妻
委
が
一

出

ろ
帥
年
が
高
世
る
野
副
E
圃
・
・
町
盤
固
圃
聞4
ET

り
と
ル
。
周
食
使
間
た
夫
生
ら
サ

な
点
7
り
が
、
れ
盟
圃
・
圃
・
圃
園
町

E
a
・
一 －

JM

く
」
プ
み
費
。
。
年
つ
ん
民
区
て
く

に
た
2
寄
性
め
さ
圃

I
l
i
ri
－
－

1
っ
た
ン
の
。
）
）
。
あ
さ
、
沢
つ
な

気
し

成
年
要
た
成
沢
C
み
一

ん
さ
が
放
た
を
を
つ
シ
日
で
費
参
け
が
水
ア
井
座
で

元
卜

平
お
直
る
形
井

「
ざ
ナ
さ
子
妻
聞
せ
と
聞
か
は
1
ま
水
持
付
者
清
イ
軽
が
け

で
一

。
、
て
れ
が
軽
い
あ
一

臣
清
夫
料
さ
こ
仲
た
内
日
時
熱
料
片
用
は
テ
新
り
だ

な
タ
」
年
し
寄
場
は
近

オ
康
と
）
無
現
の
、
り
案
曜
3
光
材
後
利
に
ン
、
寄
る

ん
ス
み
一

と
ち
の
所
程
e
o
水
）
砲
を
実
後
て
が
用
水
後

（
（

で
の
営
ラ
員
年
れ

み
に
ざ
ら
”

立
流
場
に
f

j
清
位

（
舗
、
老
え
な
利
週
午
円
る
な
も
運
ボ
職
お
さ

葉
あ
か
所
も
交

駅
a

亭
の

（
ん
店
し
「

考
つ

毎
～

0
き
ん
人

聴
協

「
供

地域的縁側「野あざみ」第野田 ・ お年寄りの居場所

－
残
念・・・
S

C

軽
井
沢
ク
ラ
ブ
の
世
界
男

子
カ
I
リ
ン
グ
選
手
権
・
初
の
銅
メ
ダ
ル

な
ら
ず。
4

月

叩
日
（
日）

げ
時
j

軽
井

沢
ア
イ
ス
パ
ー

ク
で
は、

熱
心
な
町
民
が

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
l

イ
ン
グ
で
応
援
し
た。

今
回
の
世
界
選
手
権
で
初
め
て
プ
レ
ー

オ
フ
に
進
出
し
た
S

C

軽
井
沢
ク
ラ
ブ
は 、

前
日
ア
メ
リ
カ
に
敗
れ
て
3
位
決
定
戦
に 。

準
決
勝
で
デ
ン
マ
ー

ク
に
敗
れ 、

同
じ
く

3
位
決
定
戦
に
回
っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
と

叩
日
げ
時
（
日
本
時
間）

j
再
・

対
戦
だ 。

S

C

は
第
1
エ
ン
ド
で
3
点
を
奪
わ
れ
序

盤
に
リ
ー
ド
さ
れ
る
展
開
を 、

徐
々
に
追

い
上
げ
て
第
7
エ
ン
ド
に
は
2

点
を
取
っ

て
6
対
6
の
同
点
に 。

最
終
第
叩
エ
ン
ド

は
有
利
な
後
攻
め
で 、
2

点
を
奪
え
ば
逆

転
勝
ち
と
な
る
場
面
を
迎
え
て 、
ス
キ
ッ

プ
・

両
角
友
佑
選
手
の
一
投
は
惜
し
く
も

ア
メ
リ
カ
に
1
点
を
奪
わ
れ
る
結
果
と
な

り 、
6
対
8
で
敗
れ
た
が
健
闘
は
立
派 。

ゴッホと見まがう圧倒的な筆力で迫る
魂の画家、生命の叫び

「村上肥由夫J の世界
ひでお

「魂の画家 村上肥出夫展」
⑨会 期 平成28年4月10日（日）～5月29日（日）
⑩会 場 東御市梅野記念絵函館

長野県東御市八重原935-1 芸術むら公園内
TEL.026 8- 61 6161 出品点数 72点（予定）

⑩料 金 小中学生無料、高校生以上800円、身障者、
減額制度品り

⑨休館日 毎週月曜

．同時開催「中村忠ニ生きものの漫高店主j

東御市梅野記念絵函館
東御市八重原935-1 TEL【）268 ・61 ・6161

『田中本家の刀の武具展』
2016年4月15日（金）～6月5日（日）

万 ・火縄銃・江戸時代のライフル銃弓 ・鎧兜
・槍・薙万など

〈庭園の花〉牡丹・藤の花・持薬・ツツジほか

［連休の特別催事】《通常非公開の明嶋崎客殿座敵公開》
.4月29日（金）～5月5日（木）の7日間 ．時間 10時～ 15日寺30骨
．料金大人一人1000円（完全説明付）
．見所銘木使用のお座敷伊東博文（！）額木村武山（！） 日本画

二階から見吾川本庭園

豪語言の宮内 面
M

叫
白
熱

M

鶴
市、J二一ー 一、， 干叫OD田長野県須板市穀町476

信州須盛田中＊ k �lirf!!w-:t�n！：：.ゐ，守，��，：

4月22日（金）才一プ、
開園10年目心躍る湖畔散策

軽井沢レイクガー デン
美しく優しい、水辺のガー デンリゾー ト

宮崎400種類ものパラや、花キなどが四季を通じて楽しめる「軽井沢レイクガーデン」。
女庭園を中心にレストラン・ガー デンカフェ ・ギフトショップ・ガー デンショップなど魅力的なお店が点在。

・ ・ 軽井沢町民の皆さまにお知5せ・．
レイクガーデンも町民の皆さ まのおかげで、開園10年目を迎えることが出来ました。

これからもより多くの方々にご利用いただけるよう ＠本年も6月10 日を「町民開放デーJ とし、入園料を無料に、
＠シ ズン（4月22 日～11月 3目）を通して、町民・ご優待料金／大人 500 円＆小 ・ 中学生200円

（※6パO～7/18のローズシーズン中は、大人 800 円＆ 小 ・中学生 200 円）を設定しました。
免許証などの住所の確認のできるものをお持ちください。ご来園をお待ちしています。

田

お待たせしました。軽井沢発地市庭は
4月26日（火）にプレオ ープン！営業開始！

（※ 6月 25 日（土）にグランドオ ー プンを予定しています）
－。当日のスケジュール

①花の苗無料配布／数量500：（株）軽井沢置売所
②ホタテ浜焼きイベント／50個無料配布／販売200～3。。

そば商組合・そぱ打ち愛好会
④ソフトクリー ムミニカップ無料配布

⑥記念演奏：槌音band

・入園料大人1000円／小・中学生500円／小学生以下無料（※ 6パ 0～7/18ローズシーズンは大人1200円／小 ・ 中学生500円）

.：：：：＝骨密h軽井沢レイクガー デン
www.karuizawa-lakegarden.jp TEL:0267 ・48 ・1608 FAX:0267 ・48 ・1619

「

｜ ヵーナピゲーションご利用の場合目的地を「レイクニュ－';Iウン」か「0267·48 ・1611J に設定してください。• 'la 配時：'1.icti刊
，，

ヨ圃』耳目日目量圃...,.ai;,:11；：，仙匝且E正，�＿：l!l叫;t；世田園田司園町田il;'l"�!J.""'a・1・隠四•.m配置主主.，.訂罰厳重..盟＝副苗＇.ii:!樟溜回航．
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